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I デルタの自然
カリフォノレニアナ1'中央部には，合衆国有数の農業地帯として知られるグレート・セントラノレ・バレ
ーが3 シエラネパダ山脈と海岸山脈にはさまれて，北北西から南南東にかけて，ほぼ 700kmにわた
ってのびている.この広大な盆地の北部を占めるのは，サクラメント)1の南流するサクラメント・バ
レーで，いっぽうサンホアキンJllの北流するサンホアキン・バレーが南部を構成している.シエラネ
パダ山脈をおもな水源とするこれらのこ大河川の収束するパレー中央部には，サクラメント・サンホ
アキン・デルタと呼ばれる低湿地帯が形成されている. 50余りの島々の間を複雑に分岐した流れは，
デノレタ西端部で再び収れんしてスサン湾に流れ出し，カーキネス・ストレート，サンパブロ湾を経て，
サンフランシスコ湾からゴーノレデ、ン・ゲートを通過して太平洋に注く¥
一般に「デノレタ」と呼ばれるこの低湿地帯の開発は，カリフォノレニアの発展の中で，ユニークな存
在をなしている.温和な気候や肥沃な土壌に恵まれたデルタは， 19世紀中ごろにはじまった干拓の進
行とともに3 生産性の高い農業地域として発展してきた. 1880年代までには，すでにジャガイモ 3 タ
マネギ3 果樹，豆類が重要作物となり，さらに今佐紀に入ると，デルタはアスノミラガス， トマト 3 砂
糖大根などの産地として知られるようになった.今自，セントラノレ・パレーの総農業生産の約10%が，
デノレタで生産されている. こうした干拓事業や農業の発展には，中国人， 詰本人などの移民集団が重
要な役割を果した.機械を駆使した現代的干拓が，早くから行われた.さらに，近年の水資源問題，
レクレーション開発，自然保護の観点からも，デルタの重要性はますます高まりつつある.本稿では，
λ ベイン時代から1930年ごろまでのデルタの変貌について，開発の進行とアジア系移民に焦点をあて
ながら，壁史地誌i杓に述べてみたい.
デルタは，アンティオクをひとつの頂点として内陸方向に拡がり，南東のストックトンおよび北の
サクラメントを他の 2つの頂点にもつ，逆三角形状をなしている(第1図).いわゆる三角州ではない
が，外洋からは縞たった内陸部にあっても，海面水準の支配を受けた堆積地帯である.モンテズマ・
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第1函 サクラメント・サンホアキン・デノレタ
ヒルズとディアブロ・レンジによっ
て西部をさえぎられているため，更
新世の海面水準の変動によって，デ
ルタは，東方すなわち内陸部方向へ，
拡大と縮小をくり返した1)
デノレタは，標高10フィート (約3
m)の等高線で溜まれる地域であり，
サンホアキン君1)とサクラメント郡を
中心に，西のソラノ郡とコントラコ
スタ郡にもまたがっている.その面
積は 40r-./50万エーカー (1，600r-./ 
2，000kmりにもおよぶが，そのうち
泥炭が 30万エーカー(l，200kmつ
を占めており，合衆国ではフロリダ
半島のエパーグレーズに次く。巨大な
泥炭地帯として知られるわ. 沖讃・
湖成層の上部に堆議した泥炭層は，
平均 18フィート (5.4m)の厚さを
もっ.西部では最も厚く40フィート
(12m)にも達し，次いで、デノレタ中
央部で厚い.北に行くに従い，泥炭
層は薄くなる.泥炭麗が最も厚く堆
積しているのはシャーマン島で，そ
の深さは60フィート(l8m)におよぶ.東部および南部で、は泥炭層は 2r-./4フィート (0.6r-./1.2m)
と薄く，デルタの拡大がよ七較的最近のものであることを示している.
ひと口にテ、ルタとはいっても，南北から流入するこ大河川には，異った特性がみられる.セントラ
ノレ・バレー水系においては，降水量は一般に南から北に向って増加する.従ってサクラメント)1の水
位の上昇と洪水は，おもに冬季の降雨によってもたらされ，シエラネパダ山脈の雪解け水は，初夏の
水量の保持に役立っている.一方，シエラネパダ山脈は南部で標高が高く， 3，000メートノレを越える
高峰が連なる.サンホアキン水系の全降水量の大部分は，シエラネバダ山脈に雪として降る地形性降
雨で，晩春の雪解け期にサンホアキン川の水位を上げ，洪水を引き起こす.このように，洪水期に関
して両河川には差異がみられるのに加えて，サクラメント)1Iの流量は，サンホアキン)1Iにくらべて倍
の大きさを持ち，夏季の乾燥期にはデ、ノレタ南部にまで淡水を供給する. こうした洪水期と流量の差異
に加えて，サクラメント)1Iとその支流では，後述する水力採鉱によるシエラネパダ、からのシノレトや土
砂の運搬によって，サンホアキン)1Iに比べて，より強い堆積作用がみられた.こうして，デ、ノレタ北部
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地域のi当然堤防はより大きし干拓を目的とした 3sr 
人工堤防の建設のためにはよい土合を提供したし，
有機物含有量の低い土壌は，浸食に対して強い抵
抗力を示した.
デルタは，夏季の乾燥と冬雨に特徴づけられる，
比較的恵まれた気候のもとにある.デ、ノレタ南東端
部に位置するストッグトンの気候データをみると
(第2図)，年間i峰水量360ミリのうち， 809らが11
月から 3月に集中しており， 7月と 8月の鋒水量
は極端に少い.夏季には，月平均気温は24/"'-'25度
に達し，月平均最高気温は， 7月の34.8度を筆頭
に30度を越えるが，月平均最低気温の最高は， 7 
月の14.8度である.冬季には気温はかなり低下す
るが， 1月の月平均気温は7.0震，月平均最高気
温は 11.6度，月平均最低気温は 2.4度である.こ
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のような気候条件をもっデルタで、は，年間10か月 。
!苛は霜が降りることはなく，この作物生育期間は， 第2留 ストックトンの気温と蜂水量
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セントラル・バレーの他の農業地域よりも若干長い.ジャガイモをはじめとする霜に強い作物は，年
間を通して生育が可能である.
セントラノレ・パレーの他の地域と比較した場合のデ、ノレタ気候の特異性は，外洋と結ばれたその地理
的位置によるところが大きい.夏季には太平洋からゴールデン・ゲートを通過して空気が流入するた
め，夜間にはセントラノレ・バレーの他の地域よりも気温が低下する.豊かな水量に恵まれ， 日中の気
温は高く，地下水面が高いといった，稲作に必要な条件がそろっているにもかかわらず，米作の試み
が失敗したのは，この夜間の低温に起留すると一般に考えられてきた.一方， 日中の湿度は若干高い.
ストッグトンにおける午前10時と午後4時の棺対湿度は，おのおの61%と44%であるが，これはフレ
ズノの58%と41%，ベーカーズフィーノレドの50%と37%よりも，明らかに高い. こうしたデルタの湿
度は，広い水域の存在のみならず，カーキネス・ストレートを通って太平洋から流入する，湿った空
気によるものである.夏季の移流霜がデルタまで到達することもしばしばある.
恵まれた気候にもかかわらず，湿地帯というデルタの自然、条件は，他の低湿地帯と同様に，人間に
よる開発を容易に許すことはなかった. トゥーりーと呼ばれるフトイ (Scripuslacustris L.)が広範
に分布するこの低湿地帯の 3分の 2は，干拓が進行するまで、は，高潮時になると浸水し， トゥーりー
・エノレク， グマ， シカ，カモシカ， ミンク， ビーバー，アライグマなどの野生動物や多数の水鳥には，
格好の生息地であった. しかし人間にとっては，生産性の低""不健康的な居住・生産空間をなして
いた.冬季の降水や，シエラネパダ山脈の雪解けによって生ずる洪水は，この地域を頻繁に襲った.
とくにサクラメント)1は恒常的に氾濫をくり返し，氾i蛍原が一時的に巨大な減と化すことがしばしば
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であったの. デルタの干拓は，頻発する洪水と，堤防建設のくり返しの歴史であれ今世紀に入って
からも， 80年間に 100件余りの堤防の決壊が起っている. このように， Iポノレダー景観J4)とも称され
る農業地域の形成には，長い年月と多大な労働力や資本が必要であった.
干拓事業の進行に{半しv地盤沈下が顕著な問題となった.たとえば， 1915年に耕作の始まったベー
コン島では， 1922年からのお年間に 7.32フィート (2.23m)沈下し，これは年間 0.27フィート
(8.2 cm) の割合であっため. また，デ、ノレタからの流出が最少となる乾燥した夏季には，サンフラン
シスコ湾から塩水が流入し，塩水化の問題が生じた. 1910年代末には，サクラメント・パレーで拡大
しつつあった稲作による水の需要と低流出とが重なり，塩水化はデ、ノレタ農業にとって深刻な問題とな
った. 1931年には，ストックトンやコートランド周辺まで，塩水化の影響が及んだ.従って，カリフ
ォノレニア州水利計画や，連邦政府によるセントラノレ・バレー事ー業における当初の目的のひとつとして，
デルタの塩水化の防止があげられていた6)
E デJl，.タ開発以前
デルタ関発に関心が向けられ始めたのは，カリフォノレニアがアメリカ合衆国領となった19位紀中頃
以降のことである.スペインの植民地時代を通じて， rアノレタ・カリフォノレニアj として知られてい
た今日のカリフォノレニアは，ニュースペインの北西のフロンティアであった.その中でもデルタはス
ベイン人の注目を引きつけることがなく，アメリカ原住民によって支配された，静かなフロンティア
であった.
スペイン人によってデ、ノレ夕方面への探検が行われるようになったのは， 18世紀後半のことである.
1772年には， Pedro Fages隊が， ミッション候補地を探すために，モンテレーを出発して北上し，
サンフランシスコ湾東岸部，サンパブロ湾からスサン湾南岸に沿って，今日のアンティオク付近まで
陸路によって進み，セントラノレ・パレーを眼前にしている.さらに4年後には， Juan Bautista de 
Anzaの率いる隊が， Fagesのノレートをさらに東方へと進み，デ、ノレタ南部を経由し，南下してモンテ
レーにもどっている.さらに 19t!t紀に入って 1810年代には，サンフランシスコから水路で ]osる
Arguello隊(1813年)， Narciso Duran-Luis Ar・g註elIo隊(1817年〉などによって， デノレタ地域への
探検が行われたの. このころまでには，スペイン人以外にも，ハドソン・ベイ・カンパニーの毛皮狩
猟者たちが， ミンク， ビーバー，カワウソをはじめとする動物を求めて，デ、ノレタに足を踏み入れてい
るし， 1820年代には，アメリカ人探検家 JedediahSmithも，同様の白的でこの低湿地帯に足跡を印
している.当時デルタの周辺には， Miwokおよび Yokutと一般に呼ばれる原住民が，村を形成し
て居住していた.
スペイン人による植民活動は，沿岸部にそって行われていった.主要信道エノレ・カミノ・レアノレに
沿って， ミッション，プレシディオ，プエプロが建設されていった.さらに今自のロサンゼルス郡を
はじめとして，ランチョと呼ばれる広大な私有地が3 沿岸部に増加していった.スペイン人によって
イベリア半島から新大陸にもたらされた伝統は， Bishkoも明らかにしているように，牧場という生
業形態であったの. メキシコ中部やアンデス高地のように，鉱業を中心とする経済が活発で，椀密な
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人口をかかえた地域で、は，大農場アシュンダによって農作物・牧畜生産が刺激されたが，植民地時代
を通じて，アルタ・カリフォノレニアは，貴金属を産することのない，人口の希薄な辺境地~であり，
その植民はおもにインディアンの教化，そしてロシアの進行に対処するという，宗教的-政治的なも
のであった.従って，カリフォノレニアのランチョは，典型的には l平方リーグ，すなわち約 1800ha 
の広大な面積をもっ，粗放経営の牧場であった.こうして私有地は沿岸部に拡大してはいったけれど
も，景観的インパクトは最少限にとどめられていた.
カリフォノレニアの辺境的位置，粗放的牧場経営，名目的な私有地といった理由で，スペイン時代の
生活・生業空間は海岸部に限られ， 1821年にメキシコ 1寺代に入ってからもうその伝統は踏襲された.
またセントラノレ・バレーにミッションが建設されることはなかった. この内陸地域に探検隊が送り込
まれるとすれば，それは逃亡した改宗インディアンを捕えたり，とくに1830年代にはMiwokやYokut
族によるスペイン人集落の襲撃が激化していたため，持ち去られた家畜を取りもどすことを目的とす
るものであり，内陸地j或の植民と開発を目的としたものではなかった.
ミッションとその広大な土地の民間移管後，ランチョとしての私有地が急速に拡大し，さらにメキ
シコ時代の後Jt時には，セントラノレ・パレーにも私有地が増加した.内陸地域の新しいランチョは，
John Augustus Sutterに代表されるように，アングロサクソンその他のヨーロッパ出身者によって
大部分が所有されており 3 彼らは1840年代にカリフォルニアに入り，土地所有の目的から，メキシコ
に帰化した人々であった.こうして，メキシコの統治が終った時点で，サンフランシスコからサンデ
ィエゴにいたる海岸地域と 3 サクラメント )1とサンホアキンJIlに沿った地域が，私有地化していた.
こうした土地占拠，私有化の歴史の中にあって 3 デ、ノレタは依然として前十寂を保ち続けていた.セン
トラノレ・バレーの中で、は，水運によって太平洋と容易に結ばれ，土壌も肥沃であるといった条何二にも
かかわらず3 デルタは土地賦与の対象とはならない空白地帯であり，わずかに毛皮狩猟者が動物を追
い求めたにすぎなかった.牧畜の伝統からすれば3 デルタの自然環境は，利用価値のない空間にすぎ
なかった.デルタが開発の対象となりえるのは，イベりア的牧畜の伝統から，アメリカ領となって，
アングロ的農耕の伝統へと，価値の転換が行われてからである.また，スペイン・メキシコ持代を通
じてデノレタが私有地化されなかったという点は，次章で述べるように，アメリカ時代になってからの
デルタの土地所有と開発の方向に，大きな影響を与えることになる.
自 デルタ開発停滞期:1850"-'1870年
カリフォノレニプがアメリカ領になってからほぼ20年間は，その土地所有システムはきわめて混乱し
た状態にあった. ゴーノレド・ラッシュを契機に，アングロ・アメリカ人が急増したが，彼らによる農
村地域の定住化は，カリフォノレニアの土地制度のもつ特異性のために，頒調には進まなかった.
フロンティアとしてのカリフォノレニアの土地所有体系は，他のj十!といくつかの点で大きく異ってい
た.合衆国が新たに獲得した土地の住民に400"-'640エーカーの土地を賦与するのは従来の伝統であり，
たとえば， 1850年12月1日現在ワシントンおよびオレゴンの土地に入植していた既婚者には， 640エ
ーカーが，それ以降1855年までに入植した者に対しては， 320エーカーが与えられていた. しかしカ
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リフォノレニアへの入植者には，連邦議会は従来の賦与政策を適用しなかった9) さらにスペイン・メ
キシコ時代の私有地の取り扱いに関して，連邦政府の方針が決定するまでに時間を要した.結局，合
衆国はグアダルーペ・ヒダルゴ条約に基づき，メキシコ時代の私有地を尊重する方針をとり)1851年
カリフォノレニア・ランド・アクトにより，ょうやく土地申議委員会が設立された.正確かっ明瞭な土
地所有概念をもっアングロ・サクソンの伝統は，境界さえも明確ではなく，測量も行われてはいなか
った，スペイン・メキシコの土地所有システムとは大いに異っていたが，委員会は，きわめて寛容に，
800余りの申請のうちの4分の3を認可した. しかし，こうした申請から土地所有権の確立までには，
平均17年をも要したため， 1860年代末まで，土地所有権の混乱は続いた.こうした土地~ì ， 1841年の
プリエンプション・アグトと1862年のホームステッド・アクトの対象から除外された.こうして)900 
万エーカーにおよぶ京大な土地は，紹分化され売却されはしなかった.さらにすでに1851年には，申
請地の4割強が非メキシコ人の所有となっており，残りのメキシコ人の所有地も，資力のあるアメリ
カ人資本家の手へと徐々に移っていったのである 10)
スペイン・メキシコ時代に私有地化されなかったデルタは，こうした混乱は一応免れることができ
た. しかし加の諸問題がデ、ノレタには存在し，その開発に関心が生じはじめたけれども， 1860年代末ま
では，開発事業は遅遅として進まなかった.
連邦政府は， 19世紀を通じて，総公有地の三分のニにあたる，合衆国面積の約500/0を処分したが，
大学や公立学校の設立，輸送施設の援助といった公共の自的のためや，湿地-冠水地の開発を目的と
して，広大な土地が各州に賦与された11). 1850年9月28日に連邦議会を通過したアーカンザス・アク
トに基づいて，カリフォノレニアには， 2百万エーカー余りの末売却の湿地・冠水地が賦与された.デ
ノレタはその約20%を点めていた.
賦与された湿地・冠水地の干拓・開発の義務を負った州政府は， 1850年代， 60年代を通じてさまざ
まな法律を制定し，その売却と開発の促進をはかった.1855年4月28Elに州議会を通過した湿地法に
よれば，エーカーあたり 1ドノレの価格で，最大根320エーカーまで購入が可能であり，購入者には，
5年間の返済期限内に， 50%以上の土地を干拓する義務が課せられた. しかし，この法によっては，
湿地の売却は促進されなかった. 1858年4月の新しい湿地法によってチ1'干拓基金が設立され，エーカ
ーあたり 1ドルの売却収入は，これに繰り入れられるようになった.この法は州政府の積極的な姿勢
を示したといえようが，売却は依然、として進まず，翌年の改正によって売却面積制限は640エーカー
へと拡大された.しかしこうした一連の法律は，成功をおさめたとはし市、がたかった12)
湿地の売却が遅れた涼因として， Petersonは次のような点を指摘している 13).所有権を獲得する
までの手続きが複雑で，費用がかかりすぎた.干拓コストが高く，鉱山からの土砂の流出が障害とな
った.また土地の売却単位が小さく，投機の対象とはなりえなかった.さらに最も重要な点として，
州政府と連邦政府の間で，湿地・冠水地の定義と画定に関して見解の統一がみられず，この不明確さ
が，個人による湿地の購入を抑制していた.
1850年代にみられた干拓は，小規模な個人的事業であり，小数の中国人，インディアン， ハワイ
(カナカ〉原住民労働者を雇い，入力により土手を建設し，高淘jや季節的洪水から耕地を保護すること
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を白的としたものであった. Reuben Kerchevalは， 1850年にスティームボート・スノレーに直したグ
ランド島上流部に低い堤防を建設している.春の洪水でこれが完全に破壊された後に再び建設された
12マイノレにもおよぶ堤防は，基音!~の IPïiI 13 フィート，頂上部の!福 1 ヤード，高さ 1 ヤードの小規模なも
のであった.こうした初期の堤防は，洪水に対しては充分な抵抗力をもたなかったω.
1853年までには，サクラメント川に沿ってリオビスタからフリーポートにいたる地区，モケノレミ一
川に沿った地区，さらにカラベラス川の河口部に，不連続ながらも低い堤防が建設されていた. 1856 
年ごろまでには， ロパーツ島南部に堤防がみられたし， 1850年代末までには，ロバーツ島対岸のサン
ホアキン)1右岸部，ユニオン島の一部，アンティオクの東部，さらにシャーマン島は，堤防によって
保護されていた15)• 
1861年になると，新しい湿地法の制定により， 5人の委員からなる州干拓委員会が設置され，干拓
地匿の設定，堤防・排水計画とその実施といった干拓事業は， 1866年までの 5年間は，州政府の管轄
下におかれることになった.湿地地区の土地所有者数の 3分の lの請願があれば，この委員会は測量
を行い，干拓計翻を作成し，費用の見積りをだすものであった.干拓コストがエーカーあたり 1ドノレ
を越えない場合には，入札によって干拓請負業者を決め，湿地売却による収入の中の20万ドルを干拓
事業に投資することが承認された.しかし一部の地主は干拓事業を拒否した. 1862年には，州議会は
こうした地亙のすべての地主に対して干拓税を課す措置を行った.干拓事業の全体的遅れや，こうし
た干拓税への反発は増大し，一方干拓事業を地方レベノレで、行うことへの要求が，しだいに強まってい
つに. こうした状況のもとで，向委員会は1860年4月に解散を余義なくされ，干拓事業は，各都政府
の管轄へと移管されることになったω.
デルタの干拓が活発化したのは，土地売却の面積制限が撤廃された1868年以蜂のことである.それ
以前には，独立後間もないカリフォノレニアの土地関係法律の中には，非合理的であったり，互いに矛
盾しあうものが少なくなかった.コルサ出身の不動産業者であり， 1868年に州議会に当選した Wil1
S. Greenは， 土地関連法の明確化・合理化を目的として，現行のすべての土地を破棄することを掲
げたグリーン法案を提出した17) この可決により，それまで320エーカー，後に640エーカーと規定さ
れていた湿地売却制限は撤廃された. 1874年に再び最大640エーカーの制限が制定されるまでの 6年
間は，こうした制限は存在しなかった.
この結果，不動産業者や土地開発業者がデノレタに関心を向けはじめた.干拓事業は，農民による小
規模で、個人的な事業から，サンフランシスコを中心とする資本家の投機の対象へと変化することにな
った.たとえば， George D. Robertsのタイドランド・リクラメーション・カンパニーは，サンフ
ランシスコの資本家から投資を受け，州政府から湿地・冠水地を低価格で購入することを白的として
設立された会社で， 1868年からの 3年間に取得した土地は， 25万エーカーにおよんだ.干拓は多量の
労働力のほか，畜力や機械をも必要とするコ九トの高い事・業であり，こうした状況のもとに土地の集
積がおこり，大土地所有地が拡大して行った.
1870年ごろまでには， 15，000エーカーの土地が，かろうじて水没をまぬがれていた∞.干拓地では，
小麦，ジャガイモ，豆類，タマネギ，落葉性果樹が栽培されるのが一般的であった.
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第 3図 デルタにおける干拓の進行
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N デ)1..-タ開発の進行と中国人:1870 
~1900年
干拓事業は， 1870年ごろから!徐々に
進行していった(第3図).本章では，
1870年から1900年ごろについて述べる
が，この時期は，中国人労働力に依存
した1880年代後期までと，機械化の進
んだそれ以降の二つの時期に，大きく
分けられよう.
出典:John Thompson (1965)，注・参考文献 15.
中国人がカリフォノレニアに到来した
のはゴーノレド・ラッシュの年であり，
彼らもシエラネパタの金鉱に殺到した.
1850年代半ばごろまでには，白人採金
者たちにより金鉱ーから締め出され， ま
た1860年代中ごろまでには， !:j人鉱夫
の放棄した尾鉱から金を採取する余地
も残り少なくなり， しかもシエラネバ
ダの金鉱自体にも衰退の傾向がみられ
た.こうして中国人労働力を吸収した
のは，当時建設が進められていたが，
労働力不足に悩んでいた大陸横断鉄道
の建設事業であった.アイルランド人
を労働力として東から路線を延ばして
いたユニオン・パシフィク鉄道に対し
て，セントラノレ・パシフィック鉄道は，
1865年より中国人を使用した.中国人の雇用にあたってう彼らの肉体的脆弱性が危J撰されたというが，
半年後には 2千人の中国人が鉄道建設にあたっていた.サンフランシスコの会社を通じて，さらに多
くの中国人が広東から到来した19) こうして，中国人労働者数は 1万から l万 1千人におよび， 1869 
年のユタチ1'プロモントリーでの大陸横断鉄道の完成までには，セントラノレ・パシフィック鉄道の雇用
労働者の809もまでが，中国人で、占められていた20).鉄道の完成に伴い3 中国人はカリフォノレニアの平
野部へと流れ込んだ.
1870年代に干拓が進んだ地域は，洪水位が低いために干拓が容易で， しかも水運の使に恵まれたデ
ノレタ中西部と，ストックトンとトレーシーの間のデ、ノレタ南部であった. この10年間の干拓面積は，約
11万エーカーに及んだ.
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中国人は，シャベノレや手押し率を使って，手作業によって堤防の建設にあたった.後の農園労働の
場合と同様に，彼らは中国人の親方のもとで，契約労働によって働いた.排水路が掘られ堤防が建設
されたが，堤防として積み上げられた1立方ヤードの土に対して， 9セントから25セントが，労働者
集団を統率する意見方に対して支払われに. これは労働者ひとり当りほぼ1ドノレの日当を意味し， この
中から，彼らが集団生活した飯;場での食費や宿治費が差しヲiかれた21).中国人労働者への日当は，彼
らが干拓事業に重要な役割を果たした20年近くの間に，大きく変化したわけではなかった.1884年10
月にロパーツ島で、支払われた日当の記録では， 1日の労働に1ドノレ， 2日間の労働に2ドノレ25センし
そして413 r習に 5ドノレが支払われていた22)• 
初期の干拓では，自然堤防内のトゥーリーの芝土や泥炭のブロックが掘りおこされて，自然堤防の
外側に積み上げられた.これらのブロックは，切り取られた後すぐに堤防建設に用いられる場合もあ
ったし，とくに泥炭は収縮するために，乾燥後に利用される場合もあった.こうしてできた初期の堤
防にはき裂が生じ易く，波の波食に対する抵抗力も弱かった.また，ゆっくりと沈下したため，定期
的に積み上げを行って高さを保つ必要があった.砂礁と有機質土壌を混合して用いたり，泥炭ブロッ
クを2列に並べ，その間に砂をつめて堤防を強化するとしづ工法も，その後行われるようになった.
堤防の完成によって，堤防内の陸地化が進んだ.深さ50センチ近くにわたって植物性物質からなる
地表はきわめてやわらかいため，中国人の発明とされ， Iトゥーリー・シュ-Jと呼ばれる，直径12
インチのかんじき状の欽のわくが，馬の蹄鉄につけられた23).一方，泥炭は乾燥すると急速に収縮し，
分解》腐食するために，沈下する傾向にあった.また，初期には排水に対して全く関心が払われなか
った.従って高所から低所へと潜が掘られ，低い地区を犠牲にして，高所のみが耕地として利用され
る場合が多かった24) しかし1875年ごろまでには，排水路が掘られ，排水ポンプが普及するようにな
った.堤防が小規模であった時代には，堤防から干拓地へと水が漏出したため，かんがし、の必要はな
く，土地の乾燥を充分に保つことが重要であった.
干拓は徐々に進行しては行ったが，洪水の問題は，農地の拡大事業にとって大きな障害となってい
た.サクラメント)1はもともと洪水を頻繁におこしてきたが， 1850年代初期以降，シエラネバダの鉱
山で行われに水力採鉱によって，多量の土砂がサクラメント )1やそケノレミー)1からセントラノレ・バレ
ーへと流し出された.鉱山近くの河川に流れ出た土砂の量は，通常の浸食の 2.5倍におよんだと推定
されている 25) 1870年代末までには，サクラメント・バレー南部の河川は，水力採鉱による土砂でそ
の河床が上昇し，排水能力が低下し，大洪水は毎年のように肥沃な農業地帯を襲うようになった.デ
ルタ北部で洪水の頻度と被害が著しく増加したのは，当然、の帰結であった.1873年以降，農民は鉱山
会社を相手に訴訟を繰り返し， 1881年の勝訴 (ThePeople vs. The Gold Run Ditch and l¥1ining 
Company) の結果，水力採鉱は禁止され，土砂問題は一応の解決をみるにいたった26)• もっとも，
土砂が鉱山から汚)1に流されなくなってからも，下流への土砂の移動は遅く， 1890年代中ごろまでに
は，水力採鉱による土砂は，テ、ノレタ地域でサクラメント)1の河床を 5，._10フィートにわたって上昇さ
せたとされている 27)
1880年代中ごろより，干拓事業の機械化が進行ーした.従来の中心をなした中国人労働力と畜力にか
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わって，より経済的に， しかも能率的に農地の拡大が実現しうるようになった.これはフローティン
グ・タイプのグラムシェノレ凌深機の利用によるところが大きかった. 1885年にはブラック・トラクト
の堤防建設にクラムシェノレ波諜機が用いられているし， 1890年代初頭には，ストックトン鉄工場で製
作された波諜機が使用されはじめた28).今世紀に入ると，それはさらに普及，大型化し，ブームの長
さが60--70フィートの初期のものにかわって，長さ 225フィートにおよぶ機種も出現した29).こうし
て，干拓の初期にみられた，基部のl福13フィ一人高さ 3フィート，頂部の幅5フィートといった小
、規模な堤防にかわって，基部のI福200フィート，高さ30フィートにおよぶ大規模な堤防も出現するよ
うになった30).また1920年以降には，排水に大型ポンプが，排水およびかんがし、にサイフォンが用い
られるようになった.またこの時期までには，デルタ用のキャタピラー・トラクターが耕作に用いら
れるようになり，干拓事業ばかりでなく，農業の機械化も進行した.
こうして干拓面積は増加した. 1880年代には70，000エーカー， 1890年代には58，000エーカー，さら
に今世紀に入って最初の10年間に88，000エー カー ， 1910年代に94，000エー カー ， 1920年代には24，000
エーカーが，新たに耕地として利用できるようになったω. 1890年代に陵地化したのは，サクラメン
ト)1に沿って， リオビスタの上流のグランド島からフリーポートの北部にいたる地域であった. 1900 
--1920年には，デノレタ中西部および中東部の開発が進んだ.サクラメント)1の両岸の地域では洪水時
の水位がきわめて高く，しかも洪水によってヨロバイパユ{岳地が水没すると，強い浸食が生じたため，
また土地所有が分散化していたため，干拓事業が遅れていた.しかし， 1910年代以i免連邦政府と州
政府による洪水防止事業と干拓事業が進行し， リオピスタより下流部では川騒が広げられ，ヨロパイ
パス低地は堤防で閤まれるようになった32)
干拓後のテ、ノレタの農耕景観の特徴のひとつは，定期的に行われる火入れであった.干拓直後，農地
の開発・整備のためには， トゥーリーや他の雑草を除去する処理が必要であった.夏の暑さによって
植物が充分に乾燥した秋に，掘られた穴にワラがつめこまれ，火がつけられた.雑草の成育を著しく
助長するような気候および土壌条件のもとでは，火入れは雑草の除去に役立つほか，病害虫の予防に
もなり，またカリの増加は，作物に好条件をもたらした.腐植土は減少したけれども，火入れの行わ
れない泥炭土壌は耕作しにくいため，これは一般的な耕作手順とされていた.また耕作が始まってか
らも，定期的に火入れが行われた.とくに大麦を 1--2期栽培した後にジャガイモを栽培する場合に
は，火入れの行われることが多かった.大麦の刈り株や雑草がすき込まれ，かんがし、水路が整えられ，
1--2日間燃やされたあと，水路に水を流して火が消された33)• 
デ、ノレタ農業では，借地耕作が一般的であった.土地投機家たちの出現する以前より，デ、ノレタには借
地農業の伝統が存在したが，干拓会社による大規模な千拓が行われた後，広大な土地を所有する地主
は，土地を分部して売却することはなく，従って，借地・小作の伝統はさらに強化されていった.
農地の拡大と干拓事業の機械化の進展に伴って，中国人は，干拓労働者から，分益小作や農園労働
者へと身を転じていった.記録に残る最も古い中国人の借地は， 1873年に GeorgeRobertsが行っ
たものであった.またデノレタで最も重要な中国人借地農は，中富人ポテト・キングとして知られた
Chin Lung であった釦.中国人に次いで，アゾレス諸島出身のポルトガノレ人借地農が野菜栽培にあ
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たわ一方イタりア人は，豆類と大麦の生産を行った.こうした新移民が，条件が悪く干拓後間もな
い湿地帯で居住し借地耕作したのに対して，北西ヨーロッパ系は，堤防から離れた比較的高い地区に
住む場合が多かった.また低湿地の環境をきらって移動する白人借地農も多く，中国人へのまた貸し
もよくみられた.また後述するように， 1890年代以降， 日本人借地農も増加し，デソレタ農業の重要な
要素となっていく.作物と民族集団との対応が比較的明確であったため，作物のローテーションは，
小作農のローテーションをも意味した.たとえば，グランド島ではイタリア人が豆類を栽培していた
が，後述するアスパラガス・ブームがおきるとアジア系移民が多く入り，イタリア人はサンホアキン
方向へ移動して豆類の生産を続けた35¥ 1900年ごろには，デ、ノレタ農地の75%は小作農によって耕作さ
れており，そうした農民の7510はアジア系移民であったという 36)• 
デルタに定着した中国人は広東出身者で、あったが，彼らの中には 2つの集団が存在した.ひとつは
中山地区の出身者で，広東では桑盟や果樹園労働に従事するものが多かった.一方，段々焔や棚田で
イモ類，野菜，米などの栽培が一般的であった四邑地区(とくに台山〉の出身者が，もう一つの集開
であった37) デルタにおいても，中山出身者は果樹園労働につく者が多く， 1880年代まで、には，コー
トランドを中心とした.サクラメント)1沿いの果樹地帯に集中していた.この地域では， 1870年代よ
り，そそ，アプリコツト，チェリー，イチジク，ネクタリン，ブドウ， リンゴなどの果樹園が増加し
ていた.中国人経営の小規模果樹園もあり， 15~20人の中掴人労働者が， 10--16ドルの月給と食事を
うけて{動いていた.また白人所有の果樹園においても，常時6--10人の中国人が震われていた.下流
のリオビスタ付近では，四邑地匿の出身者が多く，イモ類，タマネギが主要な作物となっていた38)• 
1900年ごろには，中国人の野菜園が，サクラメント )f1東岸に沿って，サクラメントからジオビスタ
にいたる地域に，広く分布していた.中国野菜に加えて，セロリ，落花生，ジャガイモ， トウモロコ
シ，メロン，カボチャなどがおもに生産され，サクラメント )fIの水運を利用して，サクラメントとサ
ンフランシスコへ出荷されていた.
中国人のデルタへの進出以来，テソレタ景観のひとつの特徴は，チャイナタウンの存在であった. と
くに中国人人口の多かったサクラメント)1沿いの地域では， 1870年代よりチャイナタウンが各地に建
設された. 1870年から1915年まで、には，サグラメント }Iに沿って，下流からリオピスタ，アイノレトン，
ウォノレナット・グロープ， ロック，ボーデン，ベインターズピノレ， コートランド，エリオット・ピレ
ッジ，さらにそケノレミーJI!f;こ望むタイラー島東部の 9か所にチャイナタウンが存在したことが，
Arreolaによって確認されている 39).コートランドとサンフランシスコの関に，中国人経営の乗合馬
車が走っていた時代もあった.こうしたチャイナタウンは，今世紀に入って中国人人口の減少に伴っ
て活気を失うものも多かったが， 1890年代以降の日本人の流入によって，デルタの永続的な要素とな
るものもあった.
中国人に関してみると，デルタはカリフオノレニアの他の農業地域と著しい対照をなしている. 19世
紀後半には，中国人はカリフォルニアの農業地域に広範に分布していたが，中国人排斥の気運が高ま
り， 1882年には中国人排斥法が通過し， 1880年代中ごろには各地で中国人に対する暴動が頻発した・
;このため，中国人は帰国するか，あるいはサンフランシ九コなどの大都市のチャイナタウンへと移動
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するかしたため， 1900年ごろまでには，カジブオノレニアの大部分の農業地域から，彼らは姿を消して
しまった.人口センサスによれば， 1司升iの中国人人口は， 1890年の 72，472から 1900年の 45，753，
1910年の 36，248へと， 20年間に半減しており，同期間に1， 147から 41， 356へとめざましい増加
を示した日本人人口とは，著しい対照をなしている. この20年間に中国人人口がわす守かなりとも増加
したのは，アラメタ¥コントラコスタ，インヨー，サンホアキンの 4郡にすぎなかった.
デルタにおいては，今世紀に入ってからも，中国人農鼠，中国人労働者，チャイナタウンが，依然
として存続していた.デ、ノレタを含むサクラメントとサンホアキンの 2:(1)の中国人人口をみると，前者
では， 1890年の 4，371から1900年の 3，254，1910年の 2，143へと減少してはいるが，後者では，こ
の時期に， 1， 676から1，875， 1， 968へと，若干ながら増加がみられた.中国人就業人口に関しては，
伝統的に中国人の多かったサクラメント・デルタを含むサクラメント郡の統計が手もとにないのが残
念だが，サンホアキン郡の場合は次のとおりである. 1880年の中国人総就業者1，856の中で，農業労
働者は 575，野菜栽培者は 27であった. 20年後には総就業人口は1，735を数え，農業者および農業
労働者は，その5570にあたる 957であった40) 中国人就業人口の減少傾向にもかかわらす〉この20年
間に，サンホアキン郡の中国人農業関係就業者数は， 4割強の増加を示したことになる.
デノレタに中国人が存続しえたことには，し、くつかの理由があった. Chanも指摘しているように，
まずデルタの孤立性があげられようし，また日本人をはじめとするアジア系移民人口が大きししか
も白人地主・アジア系小作農民・アジア系農業労働者という，安定した社会階層が確立していたこと
も，重要な点であろう 41)白人はデ、ノレタに対して，不健康で劣悪な生活環境という強いイメージを持
っており，中国人と白人との競合は一般的ではなかった.また，次章で述べるようなア λノミラガλ ・
ブームによって，中国人を含んだ新しい人口流入の波が，デルタに押し寄せることになる.こうした
背景のもとで，同州の他の農業地域から消滅しはじめていた中国人人口ならびにチャイナタウンは，
デルタ，とくにサクラメント)1沿いの地域に存続し続けたのであった.
V 日本人農業の進展:1900~1930年
今世紀になって始まり， 1930年ごろまで続いたアスパラガス・ブームは，デルタの農業史に重要な
地位を占めるのみならず，他地域では減少の一途にあった中国人人口の回定化に寄与し，さらに新た
な中国人， 日本人などの集屈の流入を促進した.彼らは小作農として，収穫労働者として，またかん
詰め工場の労働力として，デ、ノレタのアスパラガス産業の発展に大きく寄与した. ここで， このアλノミ
ラガス・ブームについて，若干触れておく必要があろう.
19世紀後半には，合衆国のアスパラガス生産の中心は，ニュージャージーナHおよびニューヨーク州
であり，この時代の生産の中心をなしたのは，生食用およびかん詰め用のホワイト・ア λパラガスで
あった. しかし， 1896年に始まったサピ病の流行により，東部のアスパラガス産地は，大きな被害を
受けた. このサピ菌 CPucciniaaゆaragi)は，アスパラガス個体の中でライフサイクノレをすべて完結
するため， 1920年代になって，メアリー・ワシントンやマーサ・ワシントンといったサピ菌に強い品
種が普及するまでは，病気の抑舗は困難であった.伝統的産地におけるこのような急激な生産の低下
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によって，東部市場から著しく踊ったデルタに，アスパラガス産地の形成が促された.
アスパラガλ 生産発展の基盤のひとつは，恵まれた自然条件であった.アスパラガλ は大きな適応
力をもつが，夏は長く温暖で，冬は短かく冷涼とし、う気候条件のもとで，特に高い生産性を示す.長
い温暖期に茎がよく繁り，根にたくわえられた充分な養分によってF 次のシーズンに幼茎が生ずる.
一方冬季には植物の生成は恨の養分に大部分依存するので，冬の低温は，養分の不必要な消耗を防ぐ
ことになる.土壌は肥沃であるのみならず，幼茎がまっすぐ、充分に延びるように，深く柔らかく，し
かも石の混じらない必要がある.このような自然、条件を，デルタは満たしていた.収穫期は 3，._.6月
と長く，生産性の高い個体は30~70の幼茎を出し， 9 ~15年間は商業的に生産可能で、ある.アスパラ
ガス栽培には多量の肥料の投入が一般に必要であるが，デルタで、は，初期には無肥料で生産が行われ
たにもかかわらず，エーカー当り 5，000~7， 000ポンドとしづ高い生産が普通で、あった42)
恵まれた自然条件に加えて，アスパラガスの生産と加工の担い手となったのは，中国人， 日本人を
中心とする，多数のアジア系移民であった.収穫期に多量の安い労働力が必要であるばかりでなし
かん詰め工場で、は，昼ごろからその日の収穫がすべて処理されるまで，きびしい労働条件のもとでの
労働が続いた.また初期には， 1年としづ短期の借地による栽培が重要であり， 1910年代中ごろには
こうした短期の借地耕作者の50%は日本人， 30%は中!軍人， 20%近くがポノレトガノレ人で、あった. この
時期までには，労働者としてまた借地耕作者として， 日本人は最も重要な集団となっていた43)
こうして，デノレタのアスパラガス産業は，東部市場を支配するまでに発展した.サピ病の被害は小
さく，良質のホワイト・アスパラガスが，管理の行きとどいたかん詰め工場で、処理された.デルタ中
部のポーノレディン島東部で， 1892年に最初のかん詰め工場が創業したが， 1902年まで、に~ì.，すでに 6
軒の工場が存在していた.東部生産地が回復をみせはじめる1920年代までには，デ、ノレタは，かん詰め
ホワイト・アスパラガス市場を独占するまでに成長しており，全国生産に占めるデルタの比率は，
1927年には99%に達していた.また，生食月3グリーン・アスパラガスの東部への出荷も1905年ごろに
始まれ早春に他のし、かなる産地よりも早く東部市場に現われたデ、ノレタ産アスパラガスは，当然、のこ
とながら高飽をよんだ44) 
生産地域はボーノレディン島から， グランド，ブラナン，アンドリユース，ライヤーの島々へと拡が
り， 1920年代中ごろまで‘には，中北部諸島の泥炭土壌地域におけるかんがし、面積の半分以上が，アス
パラガス栽培にあてられていた45) 1920年代末まで、には， リオビスタ，アイノレトン， ウォノレナット・
グロープその地のサクラメントJ1切れ、のIlJに，合計10軒のかん詰め工場が立地していた.
1930年代に入ると，ブームの続いたデルタ中北部から南部へと，産地の移動が起こる46).またトラ
ック輪送の発達と，都市部でのかん詰め工場が発達し，サクラメント)1の水運に依存して立地した小
競模な工場は衰退し， 1950年代中ごろまで?こは，すべてが閉鎖されてしまった47)
アスパラガスと日本人との関係については先に触れたが，彼らがデルタに出現したのはアスパラガ
λ ・ブーム以前のことであった.最初にデルタに入った臼本人は， 50余名の農園労働者で， 1889年，
ウォノレナット・グロープの東方にあったニューホープで，ホップの収穫に従事した. 1890年代前半に
は，サクラメント)1下流部に日本人小作農が出現しはじめ3 主に野菜耕作にあたった.
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サクラメント )1に沿ったデルタ中北部は，その後も日本人をひきつけ， 1905年ごろには， 558人の
分益小作・借地耕作者が， 2万エーカー余りを耕作しており，さらに農園労働者数は2，100 に達して
いた.サクラメントからウォノレナット・グロープにかけての)1沿いの地域では，農簡の8割が日本人
耕作者によるものであり，アイノレトン地域では， 4割が日本人農園， 5割が中国人農菌であったとい
う.またストックトン北西郊のサンホアキン・デルタにも， 日本人が進出した. 1913年の外国人土地
法の制定以蜂，サクラメント川下流部からデルタ南東部へと， 日本人が移動する傾向もみられた.ま
たフレンチキャンプやレーストラックなどにも， 自本人植民地が形成されていった48)
日本人農業者達の早くからの中心をなしたのは， ウォノレナット・グロープであった.アメリカ人に
よる最初の定住は， 1850年ごろまでさかのぼり， 1860年代中ごろまでには，農水産物の主要な出荷基
地としての役割を果たしていた.サクラメント川を航行する蒸気船は，この河港にたちより，後には，
サクラメントと鉄道によっても結ばれるようになる.チャイナタウンの建設は，かなり平かったよう
である.ここに， 1896年， 日本人経営の旅館兼ソバ屋が，中国人所有の家を借りて開業し，増加傾向
にあった呂本人を収容した. 2年後には， 日本食品j苫も関j苫した.この付近では，すでに1899年には
分益小作者は32名を数え，労働者の日当は 1ドノレ15セント，飯場の食費は 1日20セントとしづ協定が
結ばれていた. 1905年ごろには，デルタのこの中心集落には，食料品j苫，料理屋，雑笈広，床屋，ふ
ろ屋，豆腐屋，洗たく屋など，十数軒の日本人経営の商広が立地していた49)
アスパラガス栽培の拡大とともに， ウォノレナット・グロープ周辺にも日本人人口が増加した.当時
サンフランシスコをはじめとして， 日本人住民の多い地域で， 日本人協議会の設立があいついでいた
が， 1907年にはウォノレナット・グロープの臼本人が中心となり， 日本人協議会が設立された.翌年に
は， 86名が参加して河下農業同盟会が設立され， Japanese Produce Associationとしてナ1'の認可を
うけている.この組合は，主に白人地主との借地契約の仲介，英語の不自由な組合員の援助などの機
能を果たし，邦人間業者間の無制限な競争の防止にも役立った.この同盟会の調査によれば， 1909年
におけるウォルナット・グロープ周辺の日本人農菌は 151を数え，総耕地面積の 2分の lはア λ ノξラ
ガスが占め，次いで豆類が4分の lにおよんでいた50)
1910年には，河下農業向盟会と日本人協議会は合併し，河下呂本人会が組織された.写真結婚の結
果，女性と子供の人口が増加し， 3年後には日本人学校である河下学菌が開校した. 19日年10月の大
火は日本人と中国人の家屋70戸余りを焼き， 日本人街とチャイナタウンはほぼ全焼するが， 日本人街
は再建され，従来の機能を保ち続けた51). 1927年の地図をみても， 日本人会， 日本人学校，仏教会，
納骨堂，ホテノレ，洗たく屋， レストラン，商j瓦学留ホーノレなどの日本人関係の建物を確認できる.
1937年の大火によりチャイナタウンは再び焼失するが， 日本人町はこの災害をまぬがれ，戦前を通し
てその活気を保った52)
1918年の加州中央農会の調査によれば，北のコートランド付近から南のアイノレトン周辺にいたるサ
クラメント・デルタには， 235の日本人借地農があり，彼らの耕作面積は，約44，000エーカーにおよ
んだ. ウォノレナット・グロープ周辺では，アスパラガスと豆類が8割近くを占め，アイノレトン周辺で
もアスパラガスが主要作物であった.上流のコートランド付近では，豆類が7割余りを占め，また果
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物も重要であった.一方，サンホアキン・デノレタ地区には237戸の日本人農家があり，その耕作面積
は46，000エーカーにおよんでいた.この時点では，まだアスパラガスの作付は行われてはおらず，ジ
ャガイモ，豆類，タマネギがそれぞれ32%，29%， 16%を占めていた53)• 
この当時，家族経営による日本人農園が一般的になっていたと考えてよいであろう.サクラメント
) 1沿いの地域では，前述の 235世帯の農家人口は 898で，このうち男性は 349人，女性は 260人，子
供は 289人におよんだ.サンホアキン・デノレタ側では， 314世帯の農家人口は1，066で，男性480人，
女性320人，子供266人を数えた.両地域で4，486を数えた農園労働者人口は，数の上では支配的で
あれその95%は男性ではあったけれども，家族農場が定着しつつあったことが理解できょう.
デノレタ開発と日本人農業の発達に大いに貢献し，今日も地名にその名をとどめる日本人はポテト・
キングとして知られたジョージ・シマ，すなわち牛島謹爾(1863~ 1929)である.彼は，デノレタのパ
イオニア農民として知られる，ニューホープの Thornton農醤で自雇い労働に従事した後， 1890年に
ブラック島の中国人農園で借地してジャガイモ栽培をはじめた.その後デノレタ南部で飯場の親方とな
り，日本人労働者と 3 一部中国人労働者を用いて開墾事業にあたった. 1910年までには，彼は420エ
ーカーを所有し， 8，300エーカーを倍地していたが， 1913年の外国人土地法の施行前に，キング島の
1， 500エーカーを 22.5万ドノレで購入し， 開墾にあたった54). 1920年ごろまで、には， 彼の所有地は
6，000エーカー，長期契約による借地は 7，000エーカーにおよんでいた55) 彼が1919年に設立したエ
ンパイア・ナピゲーション・カンパニーは，所有地と借地の管理，ジャガイモとタマネギの集荷・販
売にあたった.
牛島による開墾事業は，白人経営の会社や銀行と密接な関連をもって行われた.たとえば，貸付け
を一般に行わなかった横浜正金銀行からも，多額の融資を受けた時期もあった56) また，カリフォノレ
ニア・デノレタ・ファーム・カンパニーとは，特に密接な関係をもっていた. これは， ロサンゼソレスの
株主を中心として1907年に設立された開発会社で，牛島も株主のひとりであったが， ウェブ，ホーラ
ンド，オノレウッド，エンパイヤの各トラクトやキング，メドフォードの島々を所有し，その干拓にあ
たったほか，マンダービソレ，ベーコンの島々，マクドナノレド，シマ， ピショップをはじめとする各ト
ラクトに堤防を築いた.牛島とこの会社との間に口約束によって行われた一般的手続きは，会社が未
開墾地を獲得しそれに堤防を建設した後，牛島が{昔地して開墾し，ジャガイモを栽培した.牛島の借
地料は，初年度がエーカー当たり 17ドノレ，次の 2年間は年間30ドノレであった. 3年間の耕作の後，新
しい開墾地へと彼は移動した.この 3年としづ期間は，外国人土地法で定められた法的制限内のもの
であり，また連作によるジャガイモ収量の低下が大きくならない最大限の期間であった57)
開墾にあたって，牛島は福i潟県人を中心にして 3年契約で雇し、同期末に 1000円を支払った.牛
島のもとで{動いた日本人労働者は300~400人におよんだが，契約期間終了後彼らの半数はアメリカに
住みついたとしづ 58) 開墾時代の初期には， r居住はテント又は小舎でその中に葉を数き毛皮を拡げ
寝，麦粉の団子を焼いたのに塩をかけたのを主食とし，娯楽のたのしみもなく更に交通の不便，婦人，
子供もおらず…J59) といった生活で、あった.その後写真結婚がさかんになると，借地耕作者として独
立することを希望する者も増え，牛島から借地して農業を始める者も多くなった.
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それでは最後に，今世紀に入つでもなお存続していた，サクラメント)1¥訪れ、のチャイナタウンにつ
いて，若干述べてみたい.これらの中で，最後に建設されたチャイナタウンは，今日でも古いデ、ノレタ
の面影をとどめ，デ、ノレタ観光のひとつの名所となっているロックである. 1915年10月7日， ウォノレナ
ット・グロープで発生した火事は，おりからの強い北風にあおられ， 自本人町のみならず，西海岸で
はサンフランシスコに次ぐ規模で知られていたチャイナタウンをも全焼してしまった.この直後，実
業家 LeeBing 0こ率られた中山出身者は， ウォルナット・グロープの北1.2kmにあったロックポー
トに， George Locke兄弟から借地をして，新しいチャイナタウンを建設した.ここにはすでに中国
人経営の酒場が営業しており，当初6家族が移り住んだ.升!の干拓競別により，堤訪止には建築物の
建設は禁止されていたので，サクラメント川の土手と平行に，メイン・ストリートが数かれ，その両
側に，幅32フィ一人奥行き75フィートの区画がつくられ，建物の間には8フィートの空間が，火災
防止のために設けられた.堤訪上の道とメイン・ストリートにはさまれた家屋は，前者に通ずる 21潜
の入口と，後者に面する一階の入口の， 2つの玄関をもっている.一階は商j苫，二階は住宅として利
用されることが多かった60)
ロックは，住宅地としてよりも，中国人を中心とする農麗労働者のための，サーピスセソターとし
ての機能をもっていた.サンフランシスコから中山出身の商人が流入し，荷j苫は増加した. 1920年代
の人口のピーク時にも，その人口は600を越えることはなかったというが，中華学校，郵便昂，ホテ
ノレ， レストラ"/，賭博場などがそろっており，週末には近在からの人口の流入により，大いににぎわ
った. 1919年 6月初日以降，禁酒法時代に入ると，法庭と警察をもたないロックは，サクラメントか
ら訪れる愛飲家のメッカとしても有名になった.こうして， 1920年代を通じて， ロックは繁栄したチ
ャイナタウンであった.
本章で取り扱った，今世紀に入ってからほぼ30年の期間には，チャイナタウンは，依然としてデノレ
タの重要な要素であった.もちろん， リオビスタやコートランドのチャイナタウンのように， 1920年
代に入って活気を失うものもあり，後者は結局1930年の火事の後，再建されることはなかった.また
ウォノレナット・グロープ， ロック，アイノレトンのチャイナタウンのように，ア λパラガス・ブームに
支えられて繁栄が続いたものもあった. しかし，これらのチャイナタウンも， 1930年以降，アスパラ
ガス生産の減少と，それに伴うかん詰め工場の閉鎖によって，活力を失って行く.また，中国人人口
の老齢化が進み，さらに， 1924年の新移民法によって， 日本人労働者の移民の流れは断たれてしまっ
た.一方，自動車交通時代の進展につれて，サクラメント )1水運に依存して発達したこれらの町自体
の重要性が，薄れていったわけで、ある.
VI結語
本稿では，スペインの植民地時代から1930年ごろにいたるデノレタの変貌について， この地域と深い
かかわりをもった中国人および日本人に焦点をあてながら概観した. 1930年以降ー現在にいたる変貌に
ついても，別の機会に論じてみたい.また， イタリア人やポノレトカツレ人などのヨーロッパ系集団につ
いて検討することも，デルタの全体的地域像を描くためには必要となろう.
カリフォルニア・デルタの開発とアジア系移民 17 
今iヨのデノレタは，依然として生産性の高い農業地域である.また，調密な人口をかかえたサンフラ
ンシスコ湾岸地域に近接したレクリーション地帯として開発が進められている一方，自然保護に対す
る関心も強くみられる.セントラノレ・バレー事業やチ1'水利事業のかなめとして，水資源問題の点から
も，デノレタの重要性は大きい.
こうした現代的諸問題の重要性が増しているなかで，デノレタ開発の初期から重要な要素であった中
国人や，前世紀末からデルタ農業の担い手となった日本人は，著しく減少してしまった・本稿で、扱っ
たn寺代に特徴的であったこれらのアジア的要素は，今日，デノレタに現存する唯一のチャイナタウンと
なったロックとして3 また点在する日系人農園として残存するのみである.基本的には変化がみられ
ないのは，洪水の問題で、ある. 1950年からの30年間に， 40件余りの堤防の決壊が起っている.こうし
た水との戦いは，デノレタの地域性のひとつとして，今後も存続しそうである.
製図をお願いした筑波大学の宮坂和人氏に感訪れ、たします.
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Asian Immigrants in the Reclamation of the 
Sacramento-San Joaquin Delta， California 
Noritaka YAGASAKI 
The Sacramento-San Joaquin Delta in the heart of the Great Central Valley of California has been 
known for its unique environment and development history. With special reference to such Asian 
immigrant groups as Chinese and J apanese， this paper examines the reclamation sequence and the agri-
cultural developments from the early American period through 1930， inthree periods. Reclamation pro回
ceeded very slowly on a small scale during the two decades following the California Gold Rush， when 
the state had even di部cultydisposing of the swamp and overflow lands granted by Arkansas Act. During 
the following three decades reclamation and agricultural devclopments were carried out， the Chinese 
playing an important role， first as manual laborers， and then， as farm workers and tenant farmers. The 
third period from the turn of the century through 1930 was characterized by the active engagement of 
J apanese in tenant farmi暗 aswell as in farm labor. The Asian participation in the Delta is largely a 
sto1'Y of the past， and its t1'aces remain today only as a chinatown， Locke， now a tourist attraction， and 
scattered Nisei farms. The Delta's uniqueness lies not on1y in its geographical position and environment， 
but a1so in the immigrant groups once indispensable to the region. 
